
1  安全上の注意事項・表示について 

2  特　徴 

3  仕　様 

4  各部の名称 

■使用前に必ずこの安全上の注意をよくお読み頂き、正しくお使いください。 
■ここに示した注意事項は、製品を安全にお使い頂き、あなたや他の人への危害や損害を未然
に防止するものです。危害や損害の大きさと切迫の程度に分類しています。いずれも安全に
関する内容ですから、必ずお守りください。 

①圧力の調整が自由にできます。 
②ルブリケータにより圧縮空気中に潤滑油を霧状に浮遊させスピンドル内に送り、潤滑を良く
し寿命を大幅に延ばすことができます。 
③壁に取り付けても使用できます。 
④圧縮空気中の不純物を除去します。 

※オイル 
ルブリケータに使用するオイルは、流動パラフィンISO　VG15（シェル、オンジナオイル#15）をご使用ください。 
下記のオイルを推進します。 

①流体の種類について 
使用流体は圧縮空気を使用してください。圧縮空気圧力は、1次側1.OMPa（10㎏f/㎝

2

)以下、2次
側0.6MPa(6㎏f/㎝

2

)以下で使用してください。 
②圧縮空気の注意 
化学薬品、有機溶剤を含有する合成油、塩分、腐食性ガス等を含む圧縮空気は、使用しないでく
ださい。破損や作動不良の原因となります。 

③ホースの接続 
ホースの接続は、確実におこなってください。使用中ホースが外れますとホースがあばれ、大変
危険です。エアー配管用ホースの常用使用圧力は、1.OMPa以下となっています。コンプレッサ
の作動圧力が1.OMPa以下であることを確認してから接続してください。コンプレッサの作動圧
力が1.OMPaをこえる場合、ホースが破裂する恐れがあり大変危険です。十分注意してください。 

このたびは、エアーラインキット (AL －0304)をお買い求め頂きまして、誠に有り難うございま
す。このエアーラインキットを使用することにより、微細なオイルミストをエアーツールに供
給することができます。ご使用する前にこの取扱説明書をよくお読み頂き、末永くご愛用くだ
されば幸いです。 

　　　　　　　　　　　　危害や損害の大きさと切迫の程度 

「人が傷害を負ったり、物的損害の発生がある注意事項」を説明しています。 

「軽傷または中程度の傷害、または、物的損害が発生する可能性がある注意事項」を説明しています。 

注意区分   

警告 

注意 

！ 
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充分な知識と経験を持った人が取り扱ってください。圧縮空気は、取り扱いを誤ると危険です。 
空気圧機器を使用した機械・装置の組立や操作、メンテナンスなど、充分な知識と経験を持った人
がおこなってください。 

①腐食性ガス、化学薬品、海水、水、水蒸気の雰囲気中またはそれらが装置に付着する場所では、
使用しないでください。 

②直射日光の当たる場所では、日光を遮断してください。 
③振動または衝撃の起こる場所では使用しないでください。 
④周囲に熱源があり、輻射熱を受ける場所では使用しないでください。 

！ 使用環境における注意 

①ドレンが多量の場合 
　ドレンを多量に含んだ圧縮空気は、空気圧機器の作動不良の原因となります。エアーラインキッ
トにはフィルタが付いていますが、湿気の多い時期や場所によって別のフィルタまたはエアード
ライヤがないと能力不足になり、故障の原因になることがありますので、できるだけ大きな容量
のフィルタ（市販品）またはエアードライヤ（市販品）を、エアーラインキットの1次側の近い場所
に取り付けてください。 
②ドレン抜き 
　フィルタのドレン抜きは定期的におこなってください。フィルタのドレン抜きを忘れるとドレン
が2次側に流出して空気圧機器の作動不良を招きます。 
③設置について 
　しっかリと安定した水平な場所に置いてください。壁に取り付ける場合は、取り付け面が平らな
ことを確認し、水平に取リ付けてください。 
④取扱について 
　清掃でエアーフィルタ・ルブリケータのプラスチックボール等を外す場合は、破損させないよう
に取扱に十分注意してください。 

！ 注　意 

！ 警　告 

！ 警　告 

図－１ 

1.0MPa（10㎏f/F）以下 

0.6MPa（6㎏f/F） 

1.5MPa（15㎏f/F）以下 
（エアー配管用ホースを除く） 

５～65℃ 

0.3μC

※他のメーカの場合は下記の製品または、同等品を使用してください。 
　出　　光　　：ダフニーオイルCP15N エッソ　　：クリストール72 
　日石三菱　　：ハイホワイト70 コスモ石油：コスモホワイトP70 
　モービル石油：ホワイトレックス307

１ 次 側圧力  
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品名・型式 
・潤滑油（K－211）70cc 
・潤滑油（K－202）1R

0.04～0.6MPa（0.4～6㎏f/F） 

設定圧力プラス0.05MPa（0.5㎏f/F） 

流動パラフィンISO VG15相当品 

65cc 

Ｗ300×Ｄ120×Ｈ220㎜ 

3.7㎏ 
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リリーフ圧力 
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貯 油 量  

寸 法  

質 量  

　　標準付属品 
・配管用ホース(2m)　　　・ゴム足、取付けねじ、ワッシャ(各4ヶ)　　　・潤滑油(70cc)　　 
・取扱説明書　　　　　　 ・レジューサー（φ8/φ6） 

配管用ホース 圧力計 

エアーフィルタ 
レギュレータ 

ルブリケータ 

ON －OFFバルブ 

レジューサ 

AL－0304

AL-0304
OM-K0329 Rev.A



5  各部の使用説明 

①エアーフィルタ 
圧縮空気のダストや水分を分離し、分離されたドレンはプラ
スチックボール内に溜まります。ドレンが溜まったときは、
エアーフィルタの底の排水ボタンを指で左右に押して排水し
てください。（図－２） 
 
 
②レギュレータ 
空気圧調整は、レギュレータの圧力調整用ノブを引き、回す
ことにより設定圧力が変化しますので、圧力計を見ながら適
正圧力に調整してください。 
（図一3） 
 
 
③圧力計 
　空気圧を確認してください。（図一4） 
 
④ルブリケータ 
・オイル量 
オイルゲージにより週に一度は、油量をチェックし、オイル
が少ないときは、ルブリケータの給油口より、オイルゲージ
上限までオイルを補充してください。（図一5） 

⑤ON－OFFバルブ 
ON－OFFバルブは、レバーを90°回転させることにより
エアーの開閉ができます。（図一7） 

①付属の配管用ホースをエアーフィルタの1次側のジョイントに接続してください。（図－8） 
②スピンドルのフィルタージョイントがφ6㎜の場合、２次側ジョイントにレジューサ（φ8/φ6）
を取り付け、フィルタージョイントφ6㎜を接続してください。尚、スピンドルのフィルタージョ
イントがφ８㎜の場合は、レジューサ（φ8/φ6）を使用しないで２次側ジョイントに直接接続
してください。（図－８） 
③エアーラインキットを固定しないで使用する場合は、付属のゴム足を取り付けて水平な場所に
置いてください。背面または底面の取り付け穴に付属のねじを使い、エアーラインキットを固
定することもできます。背面の取り付け穴を利用する場合は、取り付け面と背面の間に付属の
ワッシャを入れて取り付けてください。（図－9） 

オイルゲージの上限以上にオイルが入ってしまった場合は、オイ
ルを抜いてください。オイルが多いと給油量が調整できなくなり、
多量のオイルが供給され、故障の原因となります。オイルの補充
及び抜くときは、必ずコンプレッサからのエアーを止めてからお
こなってください。 

！ 注意 

弊社標準ルブリケータの場合、オイルがエアーの中に含まれて流れる量は点滴量の約3%です。しか
し、エアー流量、オイル粘度等によって多少のばらつきが出るので、オイルゲージの上限から下限
レベルまでの間（約40㏄）を約40～50時間程度の使用でなくなるように点滴量を調整し直してく
ださい。 

！ 注意 

6  接続方法及び設置 

7  症状と原因対策 
下限 

上限 

排油コック 

オイルタンク 

給油口 

オイルゲージ 

レバー 

・オイルの抜き取り及び水抜き 
オイルタンクの底の排油コックを反時計方向に回し、1ヶ月に1度オイルを抜いてください。
オイルタンクの中に水が溜まることがあり、故障の原因となります。新しいオイルと入れ
換えてください。（図－５） 
 
・オイル滴下量 
エアーツールを適正圧力で回転させ、サイドドームを見な
がら適正滴下量に合わせて調整してください。 
油量調整ねじは、左回しが増量で、右回しが減量です。 
弊社純正のルブリケータを使用する場合は、点滴量
約30～40滴/分（エアーツールにより異なりますのでエアー
ツールの取扱説明書をご確認ください。）になるように合
わせてください。（図－６） 
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図－９ 図－８ 
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図－６ 

図－７ 

症　　状 対　　　　　　策 

接続部を点検してねじ部等を締め直してください。 

ホースを交換してください。 

スピンドルのベアリングが潤滑不足になり耐久性が下がります。ルブリケータの

オイル量を点検し点滴量を増やし、弊社純正ルブリケータを使用の場合30～

40滴/分に合わせ、同時にエアーホースを外しホースの中にオイルを直接給油し

てください。 

ルブリケータを曲げたり、振ったりした場合は最初に多量の油が流れ回転ムラ

が生じます。 

最初に多量の油が流れ回転ムラが出ます。排油コックをゆるめ適量まで抜いて

ください。 

ベアリングにオイルの抵抗がかかり、回転低下の原因となります。点滴量を減ら

してください。 

ルブリケータの水抜き（オイル交換）をしてください。 

エアーフィルタ内の水抜きをしてください。 

レギュレータの空気圧調整ノブの点検。 

（閉じていませんか）→適正空気圧に調整してください。 

ホースの点検をしてください。 

コンプレッサの電源・エアー出口の点検をしてください。 

ホースが破れていたり抜けたりつぶれていないか点検してください。 

エアー洩れ。 

ホースの破損。 

 

給油不足又は給油切れ。 
 

 

　 

給油量の多過ぎ。
 

 

 

点滴量の多過ぎ。
 

 

ルブリケータの底部に水が溜っている。 

エアーフィルタ内に水が溜っている。 

 

 

エアーが本体まで流れていない。 
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２次側ジョイント 
コンプレッサへ 

エアー配管用ホース 

１次側ジョイント 

エアーフィルタ 

ON －OFFバルブ 

レジューサ（φ8/φ6） 
フィルタージョイント 

AL －0304

排気ホ－ス 

給気ホ－ス 

左右に押す 排水ボタン 

図－３ 

圧力調整ノブ 

プラスチックボール 

（背面） 

（底面） 
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